
質
問
一

男
女
平
等
と
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
。

二

鶴
ヶ
島
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

三

行
政
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
に

つ
い
て
。

四

鶴
ヶ
島
市
の
課
題
に
つ
い
て
。

五

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

男
女
平
等
は
あ
る

べ
き
状
態
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、

男
女
共
同
参
画
は
対
等
な
協
力
関
係
を

示
し
て
い
る
。

二

平
成
９
年
に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
以
来
、
５
年
ご
と
に
計

画
を
見
直
し
な
が
ら
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

三

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

現
在
１４
・
３
㌫
で
あ
る
が
、
昇
任
試
験

を
受
け
る
女
性
職
員
は
少
な
い
。
超
過

勤
務
は
平
均
で
男
性
月
９
時
間
、
女
性

月
５
時
間
で
あ
る
。
育
児
休
業
取
得
中

の
１１
人
は
、
す
べ
て
女
性
で
あ
る
。

四

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
は
、
個

性
や
能
力
発
揮
の
妨
げ
と
な
る
性
別
に

よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
な
ど
、

日
常
の
慣
行
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

五

現
在
市
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
盛
り
込
む
と

と
も
に
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
施
設

と
し
、
市
民
、
事
業
者
、
教
育
に
携
わ

る
者
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

質
問
一

職
員
意
識
調
査
の
回
収
率
で

あ
る
５７
・
８
㌫
を
ど
う
考
え
る
か
。

二

職
員
の
意
識
向
上
に
向
け
て
、
職

員
研
修
は
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
。

三

今
後
の
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

四

平
成
２１
年
度
事
務
事
業
評
価
シ
ー

ト
に
お
い
て
、
職
員
研
修
事
業
の
コ
ス

ト
は
、
約
８
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
。

五

行
政
評
価
制
度
の
職
員
の
意
識
改

革
調
査
へ
の
効
果
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

職
員
意
識
調
査
の

回
収
は
、
少
々
低
調
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
匿
名
性
の
確
保
等
が
問
題
。

二

人
事
課
の
行
う
研
修
は
、
職
員
を

集
め
、
同
一
の
内
容
を
聴
講
す
る
ス
タ

イ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
自
己
啓

発
、
自
己
学
習
の
契
機
と
な
る
。
今
後

も
集
団
型
の
研
修
の
有
用
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
る
と
考
え
る
。

三

鶴
ヶ
島
市
人
材
育
成
基
本
方
針
に

従
い
、
今
後
全
般
的
な
見
直
し
を
行
う
。

新
規
採
用
時
か
ら
定
年
退
職
に
至
る

ま
で
の
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
能
力
開
発

を
行
う
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
。

四

職
員
研
修
事
業
の
コ
ス
ト
は
、
８

５
０
万
３
０
０
０
円
。
そ
の
う
ち
人
件

費
が
７
２
３
万
１
０
０
０
円
、
講
師
へ

の
報
償
費
等
が
１
２
７
万
２
０
０
０
円

で
あ
る
。

五

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め
、

改
善
の
中
で
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

「
社
会
貢
献
ポ
イ

ン
ト
」
に
つ
い
て

新入職員の入庁式

鶴
ヶ
島
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

市
民
等
と
連
携
し
進
め
る

長
谷
川

清

議
員

宮� 弘子 議員

職員研修を問う

今後全般的な見直しを行う

女性センター「ハーモニー」
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